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2015年9月18日　金曜日　16面掲載 匡罰奉行賓婁ヨニ干日Eヨ

コ〈
D
現目

昭
和
鋼
管
（
堺
市
堺

区
、
杉
本
達
哉
社
長
、

o

ウ
s
つム・つムつ
u
q
u
・ウ
t
A吐
広
U

1
）
は
「
冷
間
引
抜
鋼

管
」
を
手
が
け
る
。
建
設

機
械
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー

や
一
般
産
業
機
械
の
空
圧

．
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
な
ど

同
社
製
品
が
使
わ
れ
る
分

野
は
幅
広
い
。
長
さ
は
主

に
7
｜

8
針
。
長
い
モ
ノ

は
m
Mに
な
る
が
、
曲
が

り
精
度
0
・
5
戸
肘
以
内

と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
の
要
求

に
も
、

0
・
3
戸
肘
以
内

で
応
え
る
技
術
力
を
持

つ。
冷
間
引
き
抜
き
は
太
い

径
の
パ
イ
プ
を
常
温
で
細

く
引
き
伸
ば
す
。
ま
ず
原

管
の
一
端
を
加
熱
し
、
先

付
け
機
で
テ
l
パ
l
上
に

成
形
。
潤
滑
処
理
後
、
こ

の
テ
l
パ
l
部
を
つ
か
み

代
に
し
て
ユ
ー
ザ
ー
の
要

求
に
合
わ
せ
た
外
・
内
径

寸
法
に
引
き
抜
く
（
抽

伸
）
。
抽
伸
後
は
靭
性
な

ど
機
械
的
性
質
を
独
自
の

熱
処
理
で
調
整
す
る
。

同
社
は
2
0
1
2年
に

大
径
製
品
の
先
付
け
作
業

改
善
の
た
め
、
「
高
周
波

誘
導
加
熱
装
置
」
を
導
入

し
た
。
こ
れ
ま
で
、
外
形

1
9
0戸
対
以
上
の
大
径

製
品
は
管
端
を
ガ
ス
炉
で

じ
か
に
加
熱
し
、
円
す
い

形
の
ダ
イ
ス
に
押
し
当
て

て
成
形
し
て
い
た
。
炉
は

連
続
加
熱
式
で
9
0
0度

C
の
加
熱
部
が
む
き
出

し
。
「
暑
い
中
で
の
大
変

な
作
業
だ
っ
た
」
（
大
内

達
夫
取
締
役
工
場
長
）
。

さ
ら
に
パ
イ
プ
を
転
が

し
な
が
ら
加
熱
す
る
た

め
、
時
に
は
片
焼
け
が
起

誘導加熱装置を一体化

放
熱
減
、
再
加
熱
も
簡
易
化

こ
る
。
き
れ
い
な
円
す
い

に
仕
上
が
ら
な
い
場
合
に

は
熱
し
た
パ
イ
プ
を
ク
レ

ー
ン
で
つ
り
上
げ
、
再
び

同
じ
工
程
を
繰
り
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

同
社
は
誘
導
加
熱
装
置
た
。
新
設
備
は
ガ
ス
炉
に
排
出
量
は
約
加
%
減
少
し

を
貫
通
し
、
そ
の
ま
ま
先
比
べ
て
放
熱
が
少
な
く
、
た
（
同
）
と
い
う
。

付
け
機
に
管
端
を
挿
入
す
作
業
者
の
身
体
的
負
担
は
「
今
後
、
一
度
に
大
量

る
一
体
加
工
シ
ス
テ
ム
を
軽
く
な
っ
た
。
再
加
熱
が
加
熱
で
き
る
装
置
が
出
て

構
築
。
局
部
的
に
加
熱
で
容
易
に
な
り
、
安
全
面
も
く
れ
ば
導
入
し
た
い
」
と

き
る
仕
組
み
を
生
か
し
向
上
し
た
。
新
設
備
導
入
大
内
取
締
役
。
こ
の
設
備

後
、
作
業
効
率
は
ω
%
以
に
と
ど
ま
ら
ず
、
。
環

上
向
上
。
コ
ス
ト
、
環
境
境
。
に
優
し
い
製
造
方
法

面
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
を
採
用
し
て
い
く
方
針

く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
だ
。

は
約
出
%
減
（
日
年
度
）
。
（
南
大
阪
支
局
長
・
森

二
酸
化
炭
素
（
C
0
2）
野
学
彦
）

高
周
波
誘
導
加
熱
装
置
⑥
か
ら
先
付
け
機
ヘ
直

接
挿
入

事業隣概要
じ〉所在地＝堺市
堺区海山町3の
158t>主要生産
品目＝シリンダ
ー用鋼管、中空
ロッド用鋼管な

どじ〉年間エネル
ギー使用量＝＝93
9.1 キロ ~iv (14年
度）じ〉年間C0 
2排出量＝＝1830
トン （同）


